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最近読んだ（改めて手にとった）本から、少しばかり引用したいと思います。この原稿の執筆に
四苦八苦している際に、何かヒントはないかなあと思っていたところ、ハッとした自分がいたからで
す。少しばかり紹介すると、子どもだけでなく大人も（自分自身も）、伸びやかに育っていくような環
境を整えたいと考える機会が増えているからでしょうか。

＊ ＊

教員（担任、教科担任、部活動顧問）は、生徒や周りの人（他の教員や保護者、地域の方）と一
緒に、大きな変化（成長）をつくっていきたいと考えています。

その状況において、早く変化してほしいと焦るあまり、自分のやり方やペースを相手に押し付けて
しまい、本質的な成長につながらないことがあります。なぜなら、育てる側は人の変化・成長をコ
ントロールできると思ってしまうことがありますが、人の成長するタイミングやペースは人それぞれ
だからです。自分が納得して腑に落ちないと、いくら他者から言われても、本質的には変化できな
いなあ、と感じます。そして他者に促されたペースでは、「その人らしさ」をつぶしてしまう可能性す
らあります。そこで、人は誰かに育てられるのではなく、「育っていく」のだと認識して、そのための
環境を整えることが大事です。例えば、①身近な誰かにアドバイスする際、自身の経験や知識は
あくまで「参考として」伝える。②議題を決めない定期的なミーティング（面談）を持つなど、相談し
やすい場をつくる。③一方的に進めていくのではなく、相手のようすを見たり、話しをきいたりしな
がらタイミングを待ったり、方法を柔軟に調整していく。④失敗が許容され、ときに助けを求めるこ
とができるなど、安心安全に自分のペースで挑戦できる環境をつくる。

その結果、それぞれが「その人らしさ」を大事にしながら、本人に合ったタイミングやペースで変
化・成長できる。表面上の変化ではなく、本人の内面からの変化につながりやすい。同じ環境に
いても、本人の状態・価値観・性格・学ぶ姿勢などによって、成長のタイミングやペースは変化し、
成長は自己責任の部分もあるという意識が育つ、と考えます。
（『学校と地域をつなぐパターン・ランゲージ』より一部改変）

＊ ＊

２学期も半ばを過ぎ、秋の色が日増しに濃くなってきました。同時に、冬の足音が今年も聞こえて
来ました。学校行事の多い２学期ですが、11月末からの期末試験を終えると、１・２年生のみなさ

んは「総合的な探究の時間」のＭＡＴＳＵＥ探究成果発表会、３年生のみなさんは後期講座、冬季
講座を控えており、あわただしい師走を迎えようとしています。終業式を終えると冬休みになりま
すが、特に多くの３年生のみなさんが、１月の大学入学共通テストを控え、最後の追込みに向
かっています。

１年生のみなさんは、半年前に本校に入学してきたときの気持ちを思い出してみてください。今
の高校生活は、その時に思い描いていた未来の自分の姿と一致しているでしょうか。もし、初心を
忘れてしまい、悪い意味での「慣れ」が出てきてしまっているとすれば、これまでの生活を振り返り、
課題を明確にして、その克服に努めてください。２年生のみなさんは、生徒会や部活動など、すで
に学校運営の中心です。そして、大切な決定をしていく時期（新年度）を迎えます。あなた方一人
ひとりの人生です。最終的には自分で決める力を日々の生活の中で身につけて行動することを
意識してください。３年生のみなさんは、自分のおかれた状況を客観的に把握できていますか。た
とえば、今の学習スタイルは自分にあっているでしょうか。現状を見直すことはとても大切です。
成果の上がらない方法を繰り返していてもなかなか結果は出ません。ＰＤＣＡサイクルといわれま
すが、ふだんの授業をはじめ、高校で最後の定期試験、模擬試験なども振り返りの材料として活
用し、自己の向上に努めてほしいと思います。

みんなが育つ土づくり
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令和２年度 学園祭
『 EAST ディスタンス 2020 ～心のキョリは超密で～ 』

コロナに負けるな！東雲祭！

東雲祭お疲れ様でした。今年の
テーマは『EASTディスタンス2020
～心のキョリは超密で～』でした。
いろいろなことがあり東雲祭の準

備も例年より遅れた令和2年度東雲
祭ですが、多くの生徒、先生方のご
協力により例年に近い形で開催でき
たことをとても嬉しく思います。
最後の東雲祭となった3年生はも

ちろん、初めての東雲祭となった1
年生、劇というこれまでに無い企画
に挑戦した2年生、どの学年、どの
生徒もそれぞれ違う思いを抱いて挑
んだ東雲祭となったのではないで
しょうか。
最後になりましたが、保護者の皆

様、先生方、たくさんのご協力、応
援、ありがとうございました。これか
らもよろしくお願いします。
《生徒会長花形真吾》

応援の部 １位：黄組 ２位：赤組 ３位：青組
競技の部 １位：青組 ２位：黄組 ３位：赤組
デコの部 １位：青組 ２位：黄組 ３位：赤組
総合の部 １位：青組 ２位：黄組、赤組



［体育部（新人戦）］
《アーチェリー部》

30mラウンド
新人男子 3位 金崎晴陽
新人女子 優勝 松本美咲（全国大会出場） 2位 田村りの

3位 江崎咲空 4位 安達 萌

《ボート部》

男子舵手付きクォドルプル（三谷・原・長棟・村上・坂根）優勝（中国大会3位）
男子ダブルスカル（田中・松田）優勝（中国大会2位）
男子シングルスカル（盛）２位 （三輪）３位 （川井）５位
女子舵手付きクォドルプル（矢引・和田・高本・中村・渡部）優勝（中国大会3位）

（野々村・土谷・錦織・赤松・土本）３位
女子ダブルスカル（金折・小椋）２位 （内田・野津）３位 （山田・田中）５位
女子シングルスカル（安野）３位

《バスケットボール部》

男子
2回戦 松江東 155ｰ46 益田
準々決勝 松江東 108ｰ64 大社
準決勝 松江東 79ｰ59 松江北

決勝 松江東 108ｰ56 松江西 優勝（ウィンターカップ出場）
《剣道部》

女子団体 予選リーグ＜1グループ＞ 1位（ 3-2 大社、5-4 矢上）
準決勝 松江東 2－2 出雲（代表戦勝ち）
決勝 松江東 1－2 大社 ・・・最終順位 2位

文化部活動報告

全国高等学校総合文化祭（こうち総文祭）
《文化創造部・写真部門、書道部、美術部》

７月～8月に高知県で行われた「全国高等学校総合文化祭」。今年は、コロナ禍の
影響でホームページ上での開催となりました。各作品の写真をweb上で全国の方に
見ていただきました
文化創造部（写真部門） 小笹音羽
書道部 柿永智哉
美術部 岡本偉路里

《合唱部》

第59回島根県高等学校音楽コンクール
声楽部門

バラック・シェイ 金賞 1位（県1位相当 全国大会へ⇒コロナ禍により中止）

＊この他多くの部活動が活躍しています！（詳しくはHPをご覧ください）

新チームになり、初めての大会。
チーム東高で活躍しています。
応援よろしくお願いします。
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学校だより「EAST NEWS」(カラー版)はホームページ

にも掲載しています。バックナンバーもありますので、
ぜひご覧ください!!

編集・発行 松江東高校魅力化推進部

【1月】
4日 3年M演習（～5日）
8日 始業式
9日 土曜講座⑥
16日 大学入学共通テスト

（3年）～17日
18日 共通テスト自己採点
19日 推薦選抜

進研模試（1年）
進研模試（2年～20日）
後期講座（3年～2/22）

23日 3年進路検討会（最終）
30日 全統模試 (1,2年希望者)

【11月】
2日 進研模試(3年)(～3日)
4日 進研模試(1年)

進研模試(2年)～5日
7日 しまね大交流会(1、2年)
9日 防災避難訓練(原子力)
12日 歯科検診（1年）
19日 試験発表
26日 期末試験(～12月1日)
27日 ３年進路検討会（～30日）

【12月】
1日 いじめアンケート
3日 球技大会
4日 3年全統プレ模試（～5日）
10日 1年進路検討会（～11日）
11日 3年マーク演習（～12日）
14日 MATSUE探究成果発表会

（1、2年）

17日 2年進路検討会(～18日）
18日 校内実力テスト（1、2年）
21日 終業式
22日 冬季講座～25日
25日 マーク演習(3年)(～26日)

【行事予定 R２】

10月７日（水）、１年生～３年生それぞれの学年で遠足へ行きました。１年生はアク
アスへ、２年生は日御碕と出雲大社、３年生はとっとり花回廊と水木しげるロードへ行
きました。当日の天気は快晴で遠足日和でした。
１年生は高校生活で初めての遠足でした。アクアスでは水槽のトンネルやイルカの

ショーを見て楽しい時間を過ごしました。

2年生は出雲大社の参道のカフェを楽しんだり、日御碕からの日本海の景色を楽しみ
ました。３年生は高校生活最後の遠足ということもあり、友人との楽しい時間を満喫し
ていました。今年は、コロナで中止になった行事もあったなか、なんとか生徒のみなさ
んが楽しめる遠足を十分な対策を行っての実施となりました。


